
令和7年企業団公告第5号　

長野県上伊那広域水道用水企業団

企 業 長　　白 鳥 政 徳

１　業務の概要

（１）業務名 令和7年度 流量計室内アース改修工事

（２）箇所名 伊那市、箕輪町、南箕輪村

（３）概　要　 アース改修工事（１０か所）、地盤改良（５か所）

（４）期　間　　　

（５）支払条件 ア　前払金　　有
イ　部分払　　無

２　一般競争入札に参加する者に必要な資格に関する要件

(２)入札参加資格業種及び区分

(３)配置予定技術者に関する要件

３　入札手続等

      期間、期日及び期限        場　　　所

上伊那郡箕輪町大字中箕輪2134-32

                   注)1のとおり 長野県上伊那広域水道用水企業団事務局

長野県上伊那広域水道用水企業団

設計図書等の入手方法 同　　上  ホームページアドレス
http://kamiina-suidou.jp/

上伊那郡箕輪町大字中箕輪2134-32
長野県上伊那広域水道用水企業団事務局

　　　　 　　   午後５時まで FAX番号 0265-79-1130

        　 メールアドレス
（土日、祝日を除く）  kamiinaw@d7.dion.ne.jp

(質問書は様式第２号
を使用してください。)

(１)入札参加資格(共通)

   令和7年4月21日(月)から
   令和7年5月22日(木)まで

   令和7年4月21日(月)から
   令和7年4月24日(木)まで

　下記のとおり一般競争入札を行いますので、地方自治法施行令(昭和２２年政令
第１６号)第１６７条の６の規定により公告します。

入　札　公　告

令和7年4月21日

記

○地方自治法施行令第167条の4の規定に該当しない者であること。

○長野県が行う入札参加停止措置を受けていない者であること。

○長野県の建設工事入札参加資格者名簿に登録されたものであること。

○長野県及び所在する市区町村に税の未納額がない者であること。

契約日から令和7年10月31日

○電気工事（A）

○主任技術者を配置できること

      手　続　等

設計図書の閲覧（入手）

 質問書の受付



                   注)2のとおり 長野県上伊那広域水道用水企業団

（最終回答期限） ホームページアドレス
http://kamiina-suidou.jp/

①入札書等提出開始日
（提出先）

〒399-4601

                   注)3のとおり 長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪2134-32

②入札書等提出期限 長野県上伊那広域水道用水企業団事務局

            　　午後５時１５分
                   注)4のとおり
※郵送による場合
　　一般書留、簡易書留に限る

長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪2134-32

午前9時15分から 長野県上伊那広域水道用水企業団会議室

 注)5のとおり

落札決定予定日 注)6のとおり

入札結果の公表    落札決定者決定の翌日 注)7のとおり

   令和7年4月25日(金)まで

   令和7年5月19日(月)

   令和7年5月22日(木)

   令和7年5月23日(金)

   令和7年4月21日(月)から

入札書等の提出開始日
及び提出期限

開　札　日　時

回答の閲覧期間

   令和7年5月30日(金)

注１ 閲覧時間は、企業団の休日を定める条例(平成１８年企業団条例第３号)第１条第１項に規定する企業団の

休日を除く午前８時３０分から午後５時まで(正午から午後１時までを除く。)とします。 

 ２ 質問内容により回答の閲覧(長野県上伊那広域水道用水企業団ホームページ(以下「ホームページ」とい

う。)への掲載)に日数がかかる場合があります。ただし、最終回答期限までには回答します。 

 ３ 質問回答につきまして、応札のための積算に関わる事項をお知らせすることがありますので、当該日まで

の質問回答をご承知の上、入札書等の提出を行ってください。 

 ４ 郵送、持参にかかわらず、「８ 外封筒及び中封筒貼付け用紙」を切り抜き、商号又は名称、担当者名及

び担当者連絡先(電話番号及び FAX 番号)を記載の上、外封筒及び中封筒の両方の表面に糊で貼り付けてく

ださい。 

 ５ 開札日当日の入札案件数又は入札者数により開札時間が遅れる場合があります。 

 ６ 落札者決定予定日は、入札参加資格要件審査の状況により変更する場合があります。 

 ７ 入札結果等は、ホームページに掲載します。 

 
４ 地方自治法施行令第 167 条の 10 第 2 項(最低制限価格)の適用の有無 
   この入札は、最低制限価格を設けません。              
  

５ 落札者の決定方法等 

（１）入札参加資格要件審査及び落札者の決定は、開札後に行います。 

（２）入札参加資格要件審査は、予定価格及び最低制限価格の制限の範囲内の金額で入札した者(適

合した履行がされないおそれがあると認められた者を除く)のうち最低の価格をもって入札を

したものから入札価格の低い順に実施し、入札参加資格要件を満たしている者１人が確認でき

るまで行いますので、指示のあった者は、指示があった日の翌日から起算して２日以内(休日を

除く)に、指示があった入札参加資格要件審査書類を提出してください。 

（３）落札者の決定は、審査資料の提出があった日から起算して３日以内（休日を除く)に行い、フ

ァクシミリまたは電話で連絡します。 

（４）入札参加資格要件を満たしていないことを確認された者へは、入札参加資格要件不適格通知

書(以下「不適格通知書」という)により通知します。 

不適格通知書を受理した者は、その通知の発送日の翌日から起算して５日以内(休日を除く)

に、書面により入札参加資格要件を満たしていないことの理由について説明を求めることがで

きます。 

説明を求めた者へは、書面を受理した日の翌日から起算して１０日以内(休日を除く)に、書面

により回答します。 
 



９　外封筒及び中封筒貼付け用紙
　 (点線に沿って切り取り、外封筒と中封筒の両方の表面に糊で貼り付けてください。)

                               

 
   開札日

業務名 　令和7年度 流量計室内アース改修工事

箇所名 　伊那市、箕輪町、南箕輪村

１０　入札用封筒受付票

開札日

業務名 　令和7年度 流量計室内アース改修工事

箇所名 　伊那市、箕輪町、南箕輪村

商号又は名称

 令和7年5月23日(金)

令和7年5月22日(木)入札書等提出期限　

　 (提出したことを証する書類が必要な場合は、必要事項を記入し、切り取って持参してください。)

入　札　用　封　筒　受　付　票

担当者連絡先(電話番号)

担当者連絡先(FAX番号)

商号又は名称

担当者名

 　　長野県上伊那広域水道用水企業団事務局　　行き

 令和7年5月23日(金)

　　〒３９９－４６０１
 　　長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪２１３４－３２

受付印

６ 入札参加資格要件審査書類 

（１）長野県税及び市区町村税の未納が無い証明の写し（提出日前３ヵ月以内） 

 

７ その他 

（１）工事費内訳書については、「工事(業務)費内訳書の提出について」をご覧ください。 

（２）開札に立会う必要はありませんが、立会う場合には開始時刻までに入室ください。 

（３）「企業団建設工事に係る一般競争入札(事後審査方式)入札心得」をご覧ください。 

 

８ 入札担当(問い合わせ先) 

 

      長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪２１３４-３２ 

   長野県上伊那広域水道用水企業団事務局 

電話 0265-79-1131  庶務係 



アース改修工事 10 箇所

・大原流量計室

・福与流量計室

・笠原流量計室

・羽広流量計室

・吹上流量計室

・富田流量計室

・大芝第2流量計室

・南原流量計室

・第1調整槽流量計室

・第3調整槽流量計室

地盤改良工事 5 箇所（数量概算）

金 円
円

円

円

計

消費税相当額

契 約 額

工 事 名 令和7年度　流量計室内アース改修工事

起　　工　　理　　由

設　　計　　大　　要

設 計 額

当 初 変 更 変 更 増 ・ 減 額

＝×

消 費 税 相 当 額

施 工 期 間

変 更 請 負 算 出

工 事 設 計 書 長野県上伊那広域水道用水企業団

計

個 所 名

金抜設計書

工 事 費

伊那市、箕輪町、南箕輪村

契約日　　～　　令和　7年　10月 31日

「令和5年度管路施設等の電気防食調査」にて、
計装盤からのアース線が地下配管室の送水管に接続されており、電食が起きる可能性が指摘された。
よって接地棒にて単独で接地するよう改修を行う。
また、接地棒だけでは接地抵抗を十分に下げられない場合は、接地抵抗低減剤を併用し施工する。



工 種 種 別 細 別 単 位 数 量 単 価 金 額 摘 要

工事原価

据付工事原価

直接工事費 式 1 明細書第1号表

間接工事費

共通仮設費（処分費含む） 式 1

（純工事費） 直接工事費 + 共通仮設費

現場管理費 式 1

間接工事費計 共通仮設費 + 現場管理費

据付工事原価計 直接工事費 + 間接工事費

工事原価計

一般管理費等 式 1

工事原価 + 一般管理費等

消費税相当額 式 1

本工事費計

工　事　内　訳　書

工事価格

長野県上伊那広域水道用水企業団



１式 第1号表

名 称 品 種 形 状 寸 法 員 数
単 位
数 量

単 位 数 量 単 価 金 額 摘 要

アース改修工事 箇所 10 明細書第2号表

地盤改良工 箇所 5 明細書第6号表

計

アース改修工事 1箇所当たり 第2号表

名 称 品 種 形 状 寸 法 員 数
単 位
数 量

単 位 数 量 単 価 金 額 摘 要

直接材料費 式 1 明細書第3号表

補助材料費 ベルマウス等含む 式 1

一般労務費 式 1 明細書第4号表

複合工費 式 1 明細書第5号表

機械経費 式 1

計

１式 第3号表

名 称 品 種 形 状 寸 法 員 数
単 位
数 量

単 位 数 量 単 価 金 額 摘 要

電線管 PF-D 22mm m 2.0

電線 EM-IE8ｍｍ2 m 12.0

電線管 VE 16mm 本 1

ノーマルベンド VE 16mm 個 1

接地棒 10mmφ*900mm 本 5

防水エポキシパテ MPT-E500 個 1

計 0

直接工事費 明 細 書

明 細 書

直接材料費 明 細 書

長野県上伊那広域水道用水企業団



１式 第4号表

名 称 品 種 形 状 寸 法 員 数
単 位
数 量

単 位 数 量 単 価 金 額 摘 要

撤去　IV 22mm2 m 6.0 単価表第1号表

据付　EM-IE 8mm2（管内） m 6.0 単価表第2号表

据付　EM-IE 8mm2（PF-D管内） m 6.0 単価表第3号表

据付　PF-D 22mm m 2.0 単価表第4号表

据付　硬質塩化ビニル管 16mm（露出） m 4.0 単価表第5号表

接地工　(打込式　単独打込) 式 5 単価表第6号表

計 0

１式 第5号表

名 称 品 種 形 状 寸 法 員 数
単 位
数 量

単 位 数 量 単 価 金 額 摘 要

掘削 ㎥ 2.0 施工P代価表第1号

コンクリート削孔 30mm以上200mm未満 孔 1 施工P代価表第2号

防水工 人 0.06 0.5H/8H

埋戻し 土砂　小規模　標準 ㎥ 2.0 施工P代価表第3号

計

地盤改良工 1箇所当たり 第6号表

名 称 品 種 形 状 寸 法 員 数
単 位
数 量

単 位 数 量 単 価 金 額 摘 要

接地抵抗低減剤 袋 1

補助材料費 消耗品・雑材料費 式 1

電工 人 0.75 6H/8H

計

明 細 書

10kg

複合工費 明 細 書

土砂　小規模　標準

一般労務費 明 細 書

長野県上伊那広域水道用水企業団



撤去　IV 22mm2 100m当 第1号表

名 称 品 種 形 状 寸 法 員 数
単 位
数 量

単 位 数 量 単 価 金 額 摘 要

電工 IV 22mm2(露出)　再使用しない 人 0.96 27,200

計 100m当

m当

据付　EM-IE 8mm2（管内） 100m当 第2号表

名 称 品 種 形 状 寸 法 員 数
単 位
数 量

単 位 数 量 単 価 金 額 摘 要

電工 EM-IE 8mm2(管内) 人 1.6

計 100m当

m当

据付　EM-IE 8mm2（PF-D管内） 100m当 第3号表

名 称 品 種 形 状 寸 法 員 数
単 位
数 量

単 位 数 量 単 価 金 額 摘 要

電工 EM-IE 8mm2(PF-D管内) 人 1.44

計 100m当

m当

据付　PF-D管 22mm 100m当 第4号表

名 称 品 種 形 状 寸 法 員 数
単 位
数 量

単 位 数 量 単 価 金 額 摘 要

電工 人 2.2

計 100m当

m当

据付　硬質塩化ビニル管 16mm（露出） 10m当 第5号表

名 称 品 種 形 状 寸 法 員 数
単 位
数 量

単 位 数 量 単 価 金 額 摘 要

電工 硬質塩化ビニル管 16mm（露出） 人 0.53

計 10m当

m当

接地工　(打込式　単独打込) 1式 第6号表

名 称 品 種 形 状 寸 法 員 数
単 位
数 量

単 位 数 量 単 価 金 額 摘 要

電工 打込式　銅覆鋼棒　単独打込 人 0.18

計

単 価 表

単 価 表

単 価 表

単 価 表

単 価 表

単 価 表

長野県上伊那広域水道用水企業団



施工P第1号

土砂　小規模　標準 単位 ：㎥

K

K1

K2

K3

K4
R

R1

R2

R3

R4
Z

Z1

Z2

Z3

Z4
S

S

標準単価 1,241.00 26.01

100 100 100 100 26.01 ＋ ＋ ＋

62.89

100 100 100 100 62.89 ＋ ＋ ＋

11.10

100 100 100 100 11.10 ＋ ＋ ＋ 100

100.00 － 26.01 － 62.89 － 11.10 －

積算単価 ＝ (円 / ㎥ )

掘削

名称 規格 単位
構成比 東京単価 長野単価

摘要
(%) (円) (円)

26.01
［標準型・排出ガス対策型（第２次基準値）］　

バックホウ（クローラ型） 山積0.28m3（平積0.2m3） 日 26.01

62.89

運転手（特殊） 平・昼 人 62.89

11.10

軽油 パトロール給油 L 11.10

× ｛（ × ＋ × ＋ × ＋ × )×
26.01

＋ ×

＋ （ )}
100

＋ （ × ＋ × ＋ × ＋ × )×
62.89

＋ （ × ＋ × ＋ × ＋ × )×
11.10



施工P第2号

30mm以上200mm未満 単位 ：孔

K

K1

K2

K3

K4
R

R1

R2

R3

R4
Z

Z1

Z2

Z3

Z4
S

S

標準単価 684.28 1.03 0.72

100 100 100 100 1.03 ＋ 0.72 ＋ ＋

45.54 18.55 13.59

100 100 100 100 45.54 ＋ 18.55 ＋ 13.59 ＋

1.89

100 100 100 100 1.89 ＋ ＋ ＋ 100

100.00 － 2.15 － 95.53 － 2.32 －

積算単価 ＝ (円 / 孔 )

＋ （ )}
100

＋ × )×
2.32

＋ ×

)×
95.53

＋ （ × ＋ × ＋ ×

＋ （ × ＋ × ＋ × ＋ ×

× ｛（ × ＋ × ＋ × ＋ × )×
2.15

ガソリン レギュラー　スタンド L 1.89

2.32

土木一般世話役 平・昼 人 13.59

普通作業員 平・昼 人 18.55

特殊作業員 平・昼 人 45.54

95.53

東京単価

電動ハンマドリル 穴あけ能力φ３８～４０ｍｍ 供用日 0.72

発動発電機 ［ガソリンエンジン駆動］ 2kVA 日 1.03

2.15

長野単価
摘要

(%) (円) (円)
名称 規格 単位

構成比

コンクリート削孔(電動ハンマドリル)



施工P第3号

小規模　土砂 単位 ：m3

K

K1

K2

K3

K4
R

R1

R2

R3

R4
Z

Z1

Z2

Z3

Z4
S

S

標準単価 4,063.80 8.27 0.60

100 100 100 100 8.27 ＋ 0.60 ＋ ＋

50.03 19.35 17.77

100 100 100 100 50.03 ＋ 19.35 ＋ 17.77 ＋

3.14 0.84

100 100 100 100 3.14 ＋ 0.84 ＋ ＋ 100

100.00 － 8.87 － 87.15 － 3.98 －

積算単価 ＝ (円 / m3 )

＋ （ )}
100

＋ × )×
3.98

＋ ×

)×
87.15

＋ （ × ＋ × ＋ ×

＋ （ × ＋ × ＋ × ＋ ×

× ｛（ × ＋ × ＋ × ＋ × )×
8.87

ガソリン レギュラー　スタンド L 0.84

軽油 パトロール給油 L 3.14

3.98

運転手（特殊） 平・昼 人 17.77

特殊作業員 平・昼 人 19.35

普通作業員 平・昼 人 50.03

87.15

ﾗﾝﾏ 質量60～80kg 日 0.60

ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型) 後方超小旋回型・排出ｶﾞｽ対策型(第2次基準値)　山積0.28m3(平積0.2m3) 日 8.27

長野単価
摘要

(%) (円) (円)

8.87

埋戻し

名称 規格 単位
構成比 東京単価



令和7年度　流量計室内アース改修工事

図　　　面

1 位置図

2 大原流量計室　平面図、断面図

番号 図　　面　　名 番号 図　　面　　名

10 第1調整槽流量計室　平面図、断面図

11 第3調整槽流量計室　平面図、断面図

3 福与流量計室　平面図、断面図

4 笠原流量計室　平面図、断面図

5 羽広流量計室　平面図、断面図

長野県上伊那広域水道用水企業団

6 吹上流量計室　平面図、断面図

7 富田流量計室　平面図、断面図

8 大芝第2流量計室　平面図、断面図

9 南原流量計室　平面図、断面図



…工事箇所 工
事
名

令和7年度　流量計室内アース改修工事
図
面
名

位置図

尺
 

度
NONE 図面番号 1

　　長野県上伊那広域水道用水企業団



配水池
計装盤

UP

NTT専用回線

E3-2

Es3

E3-1

WH

水位信号 CVVS2□-2C(FEP30)
電極式水位信号 CVV2□-3C(FEP30)

3
0
0

3
0
0

DN

工
事
名

図
面
名

尺
　
度

図
面
番
号

大原流量計室　平面図・断面図令和7年度 流量計室内アース改修工事

1/100(A4),1/400(A4) ２

全体図 1/400(A4)地階平面図 1/100(A4)

断面図 1/100(A4)1階平面図 1/100(A4)

…掘削範囲…新規アース線据付

…既設アース線撤去

電極式水位計

引込柱(8-14-200)

電極式水位信号 CVV2□-3C(FEP30)

引込盤

100V電源 CV5.5□-2C(FEP30)

200V電源 CV5.5□-3C(FEP30)

大原配水池

照明分電盤

計装盤

計装盤

PB 400□*200

Ｍ
Ａ

流量調節弁

電磁流量検出器

電源分電盤

UP

配水池電極

配水池水位
引込柱へ、接地極へ

600□*900H

HH-1(既設)

PB 400□*200
(Zn.WP)

(Zn.WP)

PB 400□*200

Ｍ

電磁流量検出器流量調整弁

計装盤へ

配水池電極

配水池水位
HH-1(既設)

600□*900H

引込柱へ、接地極へ

HH-1 600□ * 900H

Ｎ

電気室

電気室

中部電力㈱
100V 1φ 2W 6-Hz
200V 3φ 3W 6-Hz



計装盤

工
事
名

図
面
名

尺
　
度

図
面
番
号

令和7年度 流量計室内アース改修工事

…掘削範囲…新規アース線据付

…既設アース線撤去

福与流量計室　平面図・断面図

３

(600□*900H)

HH-1

水位電極

福与配水池

HH
市町村電気室

断面図 1/100(A4)

Ａ
Ｍ

電磁流量検出器

水位電極信号
CVV 2□-3C
(FEP30)

(FEP50)
水位アナログ信号 CVVS2□-2C

100V電源1φ2W CV5.5□-2C

200V電源3φ3W CV5.5□-3C

(FEP30)

(FEP30)

通信線
(FEP30)

電源引込盤
W.H

保安器箱

引込柱 8-14-200 (FEP30*3)
(VE16*2)

PE28*6

E3-3
E3-2

E3-1

全体図 1/300(A4)

1階平面図 1/100(A4)

地階平面図 1/100(A4)

引込柱、接地

水
位

ア
ナ

ロ
グ

信
号

、
水

位
電

極
信

号

DN

計装盤へ

水
位

ア
ナ

ロ
グ

信
号

、
水

位
電

極
信

号

引込柱、接地

(600□*900H)
HH-1

(600□*900H)
HH-1

照明分電盤

電源分電盤

計装盤

Ｍ

流量調整弁電磁流量検出器

PB 400□*200
(WP.Zn)

(WP.Zn)
PB 300□*200

400□*200
PB WP.Zn

流量調整弁

Ｎ

UP

電気室

電気室

1/100(A4),1/300(A4)



工
事
名

図
面
名

尺
　
度

図
面
番
号

令和7年度 流量計室内アース改修工事 笠原流量計室　平面図・断面図

４

引込盤(WH)
引込柱(8-14-200)

E3-2

E3-1

ES3

笠原配水池

100V電源 CV22□-2C(FEP50)

200V電源 CV14□-3C(FEP30)

(FEP30)

水位計信号 CVVS 2□-2C(FEP30)

電極式水位計信号 CVV 2□-3C(FEP30)

HH-1 600□*900H

中部電力より受電

AC200V 3φ3W 60Hz

AC100V 1φ2W 60Hz

NTT専用回線

Ｍ
Ａ

電磁流量検出器 流量調整弁

引込柱、接地線 水位計信号、電極式水位信号

HH-1

断面図 1/100(A4)1階平面図 1/100(A4)

地階平面図 1/100(A4) 全体図 1/800(A4)

HH-1

…掘削範囲…新規アース線据付

…既設アース線撤去 1/100(A4),1/800(A4)

照明分電盤

水質測定装置

電源分電盤

計装盤

Ｍ

Ｎ

計装盤

DN
電気室

UP

電気室

計装盤へ

電磁流量検出器 流量調整弁



工
事
名

図
面
名

尺
　
度

図
面
番
号

令和7年度 流量計室内アース改修工事

1/100(A4),1/400(A4)

HH-1
600□*900H 引込柱へ

第3調整槽へ

配水池電極、配水池水位

電気室

電磁流量検出器
流量調整弁

1階平面図 1/100(A4) 断面図 1/100(A4)

HH-1

地階平面図 1/100(A4)

…掘削範囲…新規アース線据付

…既設アース線撤去

羽広配水池

E3-1

ES3

配水池
計装盤

E3-2

第3調整槽へ

電極式水位計信号CVV2□-3C(FEP30)

水位計信号CVV2□-2C(FEP30)

引込柱 8-14-200

引込盤
WH

100V電源 CV5.5□-2C(FEP30)

監視信号 CVV2□-20C(FEP50)

200V電源 CV5.5□-3C(FEP30)

ｱﾅﾛｸﾞ信号 CVVS2□-10C(FEP30)

流量ﾊﾟﾙｽ外 CVVS2□-15C(FEP30)

全体図 1/400(A4)

水位計電極

電極式水位計信号 CVV2□-3C(PE22)

(Zn.WP)

HH-1 600□*900H

羽広流量計室　平面図・断面図

５

照明分電盤電源分電盤

計装盤

Ｍ

(Zn.WP)

PB 400□*200

計装盤へ

(Zn.WP)

PB 300□*200

PB 400□*200

計装盤

(Zn.WP)
PB 400□*200

(Zn.WP)
PB 300□*200

(Zn.WP)
PB 400□*200

Ａ

電磁流量検出器

流量調整弁

Ｍ

Ｎ

DN

UP

電気室



工
事
名

図
面
名

尺
　
度

図
面
番
号

令和7年度 流量計室内アース改修工事

1/100(A4),1/400(A4)

…掘削範囲…新規アース線据付

…既設アース線撤去

吹上流量計室　平面図・断面図

全体図 1/400(A4)

DN
照明分電盤

1階平面図 1/100(A4)

地階平面図 1/100(A4)

Ａ

電磁流量検出器

Ｍ

流量調節弁

断面図 1/100(A4)

流量調整弁電磁流量検出器

Ｍ

電源引込盤
WH

引込柱
8-14-200

E3-3E3-2

100V電源 CV5.5□-2C(FEP30)

通信線(FEP30)

中部電力より 100V 1φ 2W 60Hz

200V 3φ 3W 60Hz

NTTより 専用回線

200V電源 CV5.5□-3C(FEP30)

６

計装盤

電源分電盤

(Zn.WP)

PB 400□*250

引込柱、接地極

計装盤

600□*900
HH-1

E3-1

HH-1 600□*900

PB 400□*200

(Zn.WP)

Ｎ

UP

電気室

電気室

計装盤へ



工
事
名

図
面
名

尺
　
度

図
面
番
号

令和7年度 流量計室内アース改修工事

1/100(A4),1/400(A4)

…掘削範囲…新規アース線据付

…既設アース線撤去

断面図 1/100(A4)1階平面図 1/100(A4)

地階平面図 1/100(A4)

照明分電盤

ＡＭＺ

電磁流量検出器

流量調節弁

ＺＭ

電磁流量検出器流量調整弁

富田配水池

次亜塩
注入機室

電気室

箕輪町管理室

HH
E ES3 E3

引込柱
8-14-200

箕輪町電源引込盤
企業団電源引込盤

補助柱

HH

保安器箱

市町村
流量計室

中部電力より100V 1φ 2W 60Hz
200V 3φ 3W 60Hz

NTTより通信線

通信線 100V電源 1φ 2W CV5.5□-2C(FEP30)
200V電源 3φ 3W CV5.5□-3C(FEP30)

ｱﾅﾛｸﾞ水位計

水位電極取付口PB（WP.SUS）200□*200

富田流量計室　平面図・断面図

全体図 1/400(A4)

７

HH 600□*900

電源分電盤

水質測定装置

HH-1

引込柱

PB 400□*200

(Zn.WP)

PB 400□*200

(Zn.WP)

Ｎ

DN

UP

計装盤 電気室

計装盤

電気室

HH-1
配水池水位信号
配水池電極信号

計装盤へ

水位電極信号 CVV 2□-3C(FEP30)
水位ｱﾅﾛｸﾞ信号 CVVS 2□-2C(FEP30)



工
事
名

図
面
名

尺
　
度

図
面
番
号

令和7年度 流量計室内アース改修工事

…掘削範囲…新規アース線据付

…既設アース線撤去

大芝第２流量計室　平面図・断面図

８

1階平面図 1/100(A4)

ＭＺ

HH-1 600□*900

流量調整弁 電磁流量検出器

地階平面図 1/100(A4)

計装盤

ＡＭ

流量調節弁 電磁流量検出器

PB 400□*200
(Zn.WP)

電気室

断面図 1/100(A4)

電源分電盤

照明分電盤

計装盤

HH-1 600□*900

接地極
引込柱

配水池水位

市町村

管理棟

大芝第２配水池

PVC PB

CVVS2□-2C(FEP30)
水位ｱﾅﾛｸﾞ信号

引込柱
8-14-200

HH-1 600□*900

電源引込盤

PB(ZnWP)

PE22

PB(ZnWP)
150□*100

CVV2□-3C(FEP30)
水位電極信号

通信線(FEP30)
200V電源 CV5.5□-3C(FEP30)
100V電源 CV5.5□-2C(FEP30)

　　〃　　　200V 3φ3W 60Hz

中部電力より100V 1φ2W 60Hz

NTTより 通信線

全体図 1/300(A4)

配水池電極

200□*150

PB 400□*200
(Zn.WP)

Ｎ

DN

UP

電気室

計装盤へ

1/100(A4),1/300(A4)



…掘削範囲…新規アース線据付

…既設アース線撤去

水質測定装置

計装盤

市町村テレメータ盤

電源分電盤

Ｍ

Ｍ

電磁流量検出器

流量調整弁

PB 400□*200

(Zn.WP)

流量調整弁

水位ｱﾅﾛｸﾞ信号、水位電極信号

接地

引込柱へ

専用回線

200V電源 3φ3W CV5.5□-3C(FEP30)

100V電源 1φ2W CV5.5□-2C(FEP30)

600□*900
HH-1

計装盤

Ｍ

電磁流量検出器

流量調節弁

(Zn.WP)
PB 400□*200

工
事
名

図
面
名

尺
　
度

図
面
番
号

令和7年度 流量計室内アース改修工事

1/100(A4),1/400(A4)

地階平面図 1/100(A4)

1階平面図 1/100(A4) 断面図 1/100(A4)

南原流量計室　平面図・断面図

９

電磁流量検出器

南原配水池

中部電力柱

保安器箱
WH

HH-1 600□*900H

市町村計装盤

水位ｱﾅﾛｸﾞ信号CVVS2□-2C(FEP30)

水位電極信号CVV2□-3C(FEP30)
通信線

AC200V 3φ3W CV5.5□-3C(FEP30)
AC100V 1φ2W CV5.5□-2C(FEP30)

通信線

200V 3φ3W IV8□-3C
100V 1φ2W IV8□-2C

引込柱 8-14-200

Es3

E3

全体図 1/400(A4)

Ｎ

照明分電盤
DN

UP

電気室

電気室

計装盤へ



工
事
名

図
面
名

尺
　
度

図
面
番
号

令和7年度 流量計室内アース改修工事

…掘削範囲…新規アース線据付

…既設アース線撤去

1階平面図

1/100(A4)

1/100(A4)

地階平面図

UP

調整槽
水位電極信号 CVV2□-3C(PE)

照明分電盤

Ｍ

LS

PB(ZnWP)
400□*200

流量信号CVVS2□-2C+E3.5□(22) 弁開度信号CVV3.2□-4C(22)

調整弁電源CV3.5□-3C+E3.5□(22)

緊急遮断弁CVV2□-4C(22)

水位信号CVVS2□-2C+E3.5□(22)

調整弁制御CVV2□-15C(36)

計装盤

第1調整槽流量計室　平面図・断面図

10

引込柱8-14-200

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ
1000□*900H

引込盤

(FEP30 GL-1200)
電極式水位信号CVV2□-3C

中部電力 200V 3φ3W,100V 1φ2W
NTT 通信線

接地線(Es3,E3-1)IV22
□(G)(VE22*2)

(FEP30)

通信線(FEP30)
200V電源CV14□-3C(FEP30)
100V電源CV22□-2C(FEP50)

100V電源 CV22□-2C(FEP50)
200V電源 CV14□-3C(FEP30)
通信線(FEP30)

1/100(A4),1/600(A4)

全体図

1/600(A4)

1/100(A4)

断面図

E3-1

Es3

HH

第1調整槽

電気室

DN

電気室

電源分電盤

引込柱

接地

計装盤へ

Ｎ



1/100(A4)

工
事
名

図
面
名

尺
　
度

図
面
番
号

令和7年度 流量計室内アース改修工事

…掘削範囲…新規アース線据付

…既設アース線撤去

1階平面図

1/100(A4)

1/100(A4)

地階平面図 全体図

断面図

電源分電盤

照明分電盤

接地線IV22□*2(VE22*2)

羽広流量ﾊﾟﾙｽ信号外CVVS2□-15C(FEP50)
羽広ｱﾅﾛｸﾞ信号CVVS2□-10C(FEP30)

羽広監視信号CVV2□-20C(FEP50)

通信線(FEP30)

電極水位CVV2□-3C(FEP30)

電源100VCV22□-2C(FEP30)

計装盤へ

LS

水位信号CVVS2□-2C+E3.5□(22)

緊急遮断弁閉信号LS CVV2□-4C(22)

PB300□*200

水位発信器

緊急遮断弁

(WP.Zn)

水位発信器

電極式水位計

(WP.Zn)
PB150□*100

第3調整槽

Es3
E3-1

電極式水位信号CVV2□-3C(FEP30)

羽広流量ﾊﾟﾙｽ信号外CVVS2□-15C
羽広ｱﾅﾛｸﾞ信号CVVS2□-10C
羽広監視信号CVV2□-20C

100V 1φ2W 60Hz

NTTより引込

通信線

引込盤(WH)保安器箱

(FEP80)
羽広流量ﾊﾟﾙｽ信号外CVVS2□-15C
羽広ｱﾅﾛｸﾞ信号CVV2□-10C

羽広監視信号CVV2□-20C(FEP50)
100V電源CV22□-2C(FEP50)

通信線

1/400(A4)

第3調整槽流量計室　平面図・断面図

1/100(A4),1/400(A4) 11

HH-1(1000□*1300)

Ｎ

電気室

LS

緊急遮断弁

計装盤

計装盤

(WP.Zn)
PB300□*200

電極式水位計CVV2□-3C(FEP30)

通信線

羽広ｱﾅﾛｸﾞ信号CVVS2□-10C
(FEP80)

羽広監視信号CVV2□-20C(FEP50)

100V電源CV22□-2C(FEP50)
引込柱及び羽広配水池より

羽広流量ﾊﾟﾙｽ外CVVS2□-15C

HH-1

引込柱8-14-200

中部電力より引込

羽広配水池より架空



 

 

 

令和 7 年度 流量計室内アース改修工事 
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第１章 特記仕様書 

 

第１節 一般事項 

１．適用範囲 

１）この特記仕様書は、長野県上伊那広域水道用水企業団（以下「甲」という）が発注する

下記工事に適用するものとする。 

令和 7年度 流量計室内アース改修工事 

 

２）この特記仕様書に定めのない事項は、 

「公共建築工事標準仕様書 電気設備工事編（公共建築協会）」 

「水道工事標準仕様書（日本水道協会）」 

で定めるものとする。 

 

３）施工期間（工期） 契約日から令和 7年 10 月 31日までとする。 

 

２．関係法令等の遵守 

１）請負者（以下「乙」という）は、甲の建設工事請負契約書、建設業法、騒音規制法、労

働基準法、職業安定法、労働者災害保険法、消防法及びその他の関係法令並びに関係官公

庁の許可条件その他諸法令・法規を遵守し、乙の責任と費用負担において工事の円滑な進

捗を図らなければならない。 

２）工事中、乙の不注意やその他の原因で作業員が死傷した場合は、その責任は一切、乙の

負担とする。 

 

３．疑義の解釈 

１）本工事の設計図書に関する疑義は、入札、見積前の質疑応答書をもって確かめておかな

ければならない。 

２）設計図書に疑義を生じた場合の解釈・本工事施工の細目については甲の解釈による。 

３）設計図書に明示されていない事項があるとき、または内容に相互符合しない事項がある

ときは、協議を受け甲が定めるものとする。 

だだし、明示されていないものであっても、当然必要と認められるものについては乙の

責任において施工しなければならない。 

 

４．書類の提出 

乙は、指定の日までに甲の定める様式による書類を提出しなければならない。 

また、承諾行為に類する図書については、設計図書に従い、十分に現場実測・関連工事と

の調整を行った上、甲の監督員（以下「監督員」という）と協議し事前に承諾を得る資料を

必要部数提出すること。 
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５．関係官公署等に対する手続き 

１）工事施工のため必要な官公署、電力会社、ＮＴＴなどに対する手続きまたは交渉を要す

るときは乙が遅滞なく行い、それら機関との連絡を保たなければならない。なお、これに

要する費用は乙の負担とする。 

２）乙は、その都度（事前，事後）結果を監督員に報告しなければならない。 

 

６．施設の保全 

本工事は、責任施工とするもので乙の責に帰するべき施工中の事故損傷等が発生したとき、

または、既設構造物・機器等に汚染及び損傷等を与えたときには、乙は無償で甲の指定する

期間内に補修または交換しなければならない。 

 

７．準拠すべき図書・関連規程等の適用 

業務は、原則として下記に掲げる図書・関連規程等に準拠して行うものとする。これら以

外の図書に準拠する場合は、あらかじめ監督員の承諾を受けなければならない。 

１）電気事業法 

２）電気工事士法 

３）電気工事業の業務の適正化に関する法律 

４）電気通信事業法，有線電気通信法 

５）電気用品取締法 

６）建築基準法 

７）消防法 

８）労働安全衛生法 

９）計量法 

10）電気設備に関する技術基準を定める省令 

11）日本工業規格（JIS） 

12）電気学会電気規格調査会標準規格（JEC） 

13）日本電機工業会標準規格（JEM） 

14）日本電線工業会標準規格（JCS） 

15）日本電力ケーブル付属品工業会規格（JCAA） 

16）日本計量機器工業連合会規格（JMIF） 

17）内線規程 

18）電力会社供給約款 

19）日本水道協会規格（JWWA） 

20）その他関連法令，条例及び規格 

 

８．事前調査 

乙は、工事着手にさきだち現地の状況、関連工事その他について綿密な調査を行い、十分

実状把握の上工事を施工しなければならない。 
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９．技術員派遣 

乙は、工事にあたり、機器据付，試運転等に必要な技術員及び特殊技術を要する作業には、

熟練者を派遣してこれを行うものとする。 

 

10．設計変更 

工事施工の結果、数量並びに材質に差異を生じた場合は請負率により設計変更を行うもの

とする。ただし、軽微なる変更については、設計変更は行わないものとする。 

 

11．打合せ会議 

乙は、監督員が主催する工程，設計及び検査等の打合せ会議に必ず出席せねばならない。 

 

第２節 材  料 

１．材料の規格 

使用材料は全て日本工業規格（JIS）、電気学会電気規格調査会標準規格（JEC）、日本電

機工業会規格（JEM）、電気設備技術基準、電気用品取締法、消防法、水道協会規格（JWWA）

等に適合しなければならない。さらに、設置地区による電力会社等の制定した型式について

も適合しなければならない。また、機材器具及び材料は原則として同種製品の同種部品にお

いて、完全な互換性のあるものでなければならない。 

 

２.材料の数量 

設計書に明示した材料の数量は参考とし、数量に変更が生じた場合は、監督員と協議の上

必要により設計変更の対象とする。なお、乙側の起因による変更、または既設機器と異なる

制作者を選定した場合で、それにかかる材料の変更、複合工費等にかかる費用については設

計変更の対象としない。 

 

第３節 工事施工 

１．一般事項 

乙は、常に工事の進捗状況について注意し、予定の工事工程と比較検討して、工事の円滑

な進行をはからなければならない。 

 

２．写真撮影 

１）乙は、監督員の指示に従い、工事写真を適時撮影し、工程順に整理編集し提出しなけ

ればならない。 

２）工事写真は次の事項を撮影すること。 

（１）工事着手前と完成後の現地状況の記録（同位置で撮影） 

（２）工事施工中の記録 

（３）工事完成後、外面から明視できない材料及び出来形寸法等の記録 

（４）工事の施工を設計図書に基づいて施工していることを証明する施工状況の記録 

（５）工事の施工に伴って第三者に与えた被害または損害の状況の記録 
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（６）工事の施工中に発生した災害等による災害状況と災害規模の記録 

３）工事写真には、工事名、工事箇所、請負業者名及び写真の撮影内容を記載した銘板を

使用し撮影すること。 

 

３．特許権の使用 

工事の施工にあたり、特許権その他第三者の権利の対照となっている施工方法を使用する

ときは、乙はその使用に関する一切の責任を負わなければならない。 

 

４．仮設物 

１）乙は、工事施工に必要な詰所、工作小屋、材料置場の仮設物を設ける場合は設置位置、

概要、その他について監督員と協議し承諾を受けなければならない。 

２）火気を使用する場所、引火性材料の貯蔵所などは、建築物及び仮設物から隔離した場所

を選定し、関係法規の定めるところに従い防火構造または不燃材料などでおおい消火器を

設けること。 

３）工事用足場等を設ける場合は、堅ろうかつ安全に設け常に安全維持に注意すること。 

４）前記各項の仮設物などに要する一切の費用は、乙の負担とする。 

 

５．軽微な変更 

１）本工事施工中機械・電気設備等の関係で発生する機器の内部構成、配置変更、配線経路

変更等の軽微なる変更は、承諾図を提出し監督員に説明の上、承諾を得て乙の責任におい

て行わなければならない。ただし、この場合においては、請負金額の増減は行わないもの

とする。 

２）本特記仕様書に記載されている電気機器等の仕様を変更する場合は、監督員に変更理由

及び性能等の資料を提出し、承認を得た場合のみ使用することができる。 

 

６．他工事との取り合い 

乙は、他工事との取り合いについては連絡を密にして互いに協力し施工上の取り合い、納

まり等に支障を来すことのないよう十分注意しなければならない。 

 

７．既存施設との取り合い 

本工事の承諾図作成及び工事施工時には、土木、建築、機械、電気の既存施設を十分調査

し、完成後運転操作に支障を来すことのないよう十分配慮して工事を進めなければならない。 

また、実際の工事において既設機器の改造または移設等を行う場合は、本工事範囲内の機

器はもちろん本工事以外の機器についても損傷を与えてはならない。また、既設ケーブルに

ついても同様に損傷を与えてはならない。 

 

８．停電作業 

本工事は無停電で行わなければならない。ただし、停電作業をやむなく行う場合は、事前

に監督員の承諾を受けた後でなければならない。 
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９．他工事との関連 

乙は、互いに工事工程の連絡を密にして停電作業がある場合は可能な限り同時に行うよう

調整をとらなければならない。また、相互関連する工事箇所については本特記仕様書に記載

する工事区分以外のものであっても、互いに打合せを行い、全体として完全な工事としなけ

ればならない。 

また、本工事に使用する機器の製作者は、原則として既設使用機器の仕様にあわせなけれ

ばならない。これによりがたい場合、既設使用機器の仕様が複数となっている場合または既

設仕様機器の陳腐化が著しく既設使用機器と同様の仕様では一般的水準より劣ると判断され

る場合は、監督員と打合せの上、決定するものとする。 

 

10．工事用電力及び用水 

１）本工事及び検査に使用する電気、用水、電話の各設備は、原則として乙で用意し、料金

を含めて自ら負担する。（工期当該月末までの期間とする。）ただし、監督員に事前申請

し、時期・手法等十分な協議を行い、承諾を得た後、甲の施設を使用することが出来る。

その際に発生した費用については乙の負担とする。 

２）試運転及び調整等に要する機械油，グリース，燃料等一切の油脂類（容器とも）は乙の

負担とする。 

 

11．安全衛生管理 

乙は、据付け及び建設工事に従事する工事者の安全と健康を確保し、全工事を期限内に無

事故で完成する方針の基に安全衛生管理を推進すること。推進にあたっては労働基準法、労

働安全衛生法、その他関係規則等を遵守し、甲の指導方針に従い作業のすべてに安全が十分

に活かされるよう最善を尽くすこと。また、安全衛生管理組織表を提示の上、作業員に周知

徹底を行い、安全な作業を実施すること。 

 

12．下請負 

乙は、その受注した工事を一括して下請負に付してはならない。また、下請負業者に関す

る責任の一切を負うのはもちろん以下の要件を満すことを乙にて確認しなければならない。 

１）乙が工事の施工に対し、総合的に企画，指導及び調整すること。 

２）下請負業者は、当該下請工事の施工能力を有すること。 

３）下請負契約を締結する際は、用水受水市町村（伊那市、駒ヶ根市、箕輪町、南箕輪村、

宮田村）とするよう努めること。 

４）工事用資材の調達にあたっては、用水受水市町村（伊那市、駒ヶ根市、箕輪町、南箕輪

村、宮田村）の取扱い業者から購入するよう努めること。また、グリーン購入推進に努

めること。 
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13．製作者の選定 

本工事における機器及び材料は十分な実績と信頼性を求める必要があることから、製作者

は十分吟味し選定すること。その上で制作者リストを作成し、監督員に提出し許可を得るこ

と。 

 

14．施工の点検及び立会い 

１）施工後に検査が不可能もしくは、困難な工事、または調合を要する場合で監督員の指示

するものは、監督員の立会いを受けること。 

２）各工事は、それぞれの工程において監督員の点検を受けるものとする。 

 

15．荷造り及び輸送 

荷造りは厳重に施し、防湿を完全に行い、天地無用の品にはその旨を明記し、適当なる転

倒防止の方法を講じるものとする。 

 

16．障害物件の取扱 

工事中、障害物件の取扱及び取こわしの処置については、監督員の指示または承諾を受け

るものとする。 

 

17．工事対象物の管理業務 

工事が完成し、引渡し完了まで工事対象物の保管責任は乙とする。 

 

第４節 実運転試験 

１．試験及び検査 

１）機器及び付属品の試験は、現地試験にて行うものとする。実運転試験は、全て機器を現

場に据付け完了後、原則として監督員の立会いの下実施するものとする。 

２）試験は、単独試運転の後、全設備を総合試運転し、各種の連動運転・自動制御運転の試

験を行うものとする。 

３）監督員が必要と認めたときは、公共または権威ある試験所その他の機関の材料試験成績

書及び検査合格証明書を提出するものとする。 

４）検査を省略された機器材料についても、監督員の指定したものについては試験成績書を

提出するものとする。 

５）機器の実運転試験は、原則として監督員立会いの下に行うが、当該機器が公認の規格に

よる汎用品であるときはその成績書を提出して承諾を受けるものとする。 

６）試験及び検査に要する費用は、全て乙の負担とする。 

７）他工事との取り合いについては、連絡を密にして互いに協力し、機能の単体・総合確認

試験を行えるよう計画をすること。 

 

第５節 検  査 

１．工事の施工に伴い、次のとおり検査を行う。 
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（１）搬入検査 

（２）施工確認 

（３）しゅん工検査 

 

２．搬入検査は、工事に使用する機器、材料について仕様、品質、数量等について監督員が行

う検査である。 

 

３．施工確認は、工事の進捗に従って監督員が行う検査である。また、工事施工完了に伴う施

工確認（下検査）は、工事最終工程終了時に全般にわたり施工状況を確認する。 

 

４．しゅん工検査は、工事完成後、しゅん工届が受理された日から起算して 14 日以内に甲検査

員が実施する。検査内容については、設備の機能、施工状態等の検査及び設計図書等に基づ

く仕様、工事写真、打合せ議事録、完成図書等の書類検査を行う。 

  なお、完成検査時に、検査対象機器の実運転試験が行えない場合は、実運転可能な時期に

甲の指示により再度立ち会い、機器の実運転試験を行わなければならない。 

 

第６節 提出書類等 

１．工事に必要な提出書類は次のとおりとし、提出先は監督員とする。 

（１）着手届  1 部（契約締結後の日の翌日から起算して 10 日以内） 

（２）施工協議書  1 部（必要に応じて） 

（３）工期延長申請書 1 部（必要に応じて） 

（４）しゅん工届  1 部 

（５）完成図書  1 部 

 

２．完成図書の記載事項は次のとおりとする。 

（１）工事記録 

（２）施工協議書 

（３）工事写真 

（４）その他必要な書類 

 

第７節 保証期間 

保証期間は、しゅん工検査後２年とする。 

万一、保証期間中に原因が乙の責任である事故が発生した場合は、乙は無償で直ちに甲の

指定する期間中に改造補修または新品との交換を行わなければならない。 

また、保証期間以降であっても当然乙の責任に帰する施工及び作成不良が明らかとなった

場合は、乙は誠意をもってその修繕または新品と交換しなければならない。 
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第２章 工事概要 

 

第１節 工事概要 

本工事は、流量計室地下配管室内の送水管に接続されているアース線を、接地棒にて単独で

接地するよう改修を行うものである。また、接地棒だけでは接地抵抗を十分に下げられない場

合、接地抵抗低減剤を併用することとする。 

 

第２節 工事対象 

流量計室  10 箇所 

・大原流量計室 

     ・福与流量計室 

     ・笠原流量計室 

     ・羽広流量計室 

     ・吹上流量計室 

     ・富田流量計室 

     ・大芝第 2流量計室 

     ・南原流量計室 

     ・第 1調整槽流量計室 

     ・第 3調整槽流量計室 

   うち 5箇所を接地抵抗低減剤を併用する箇所として見込む。（概算数量） 

  

第３節 工事範囲 

１．第２節記載の施設のアース線改修 

 

第４節 仕  様 

  １．アース線        ：EM-IE 8mm2  

  ２．電線管 屋内      ：VE 16mm 

        屋外（埋設部） ：PF-D 管 22mm 

  ２．接地棒         ：φ10*900mm  

  ３. 接地抵抗低減剤 

 

第５節 試  験 

  施工後の接地抵抗が 100Ω以下となることを接地抵抗計等による試験にて確認すること。 


